
 
 
 
 

 
日 時：平成２３年９月２日（金）１８：００～２０：００ 

場 所：千里ライフサイエンスセンタービル８階 （８０１・８０２号室） 

オートファジーを標的とした 

難治疾患克服への戦略 
コーディネーター ：山下 俊英  教授（大阪大学大学院医学系研究科 分子神経科学） 

菊池  章   教授（大阪大学大学院医学系研究科 分子病態生化学） 

１． 講 演（１８：００～１９：００） 

 

清水 重臣 東京医科歯科大学 難治疾患研究所 病態細胞生物学分野 教授 

 

２． 懇親会（１９：００～２０：００）  ６階 ６０３・６０４号室 

 

『講演要旨』 

オートファジーは、リソソームを利用し、自己構成成分を大規模に分解する細胞機能

である。この細胞機能は新陳代謝、細胞のリモデリング（外的環境変化に適応する為に、

不要となった蛋白質を消化する）、細胞浄化（細胞内病的構造物の除去）などに貢献して

おり、細胞の営みの基盤となっている。また、その破綻は神経変性疾患等の温床となる

ことから、オートファジーは生理学的のみならず、病理学的にも重要な細胞機能である。 

 哺乳類におけるオートファジーの実行機構は、酵母を用いた遺伝学を敷衍する形で進

められ、これまでに 30 余のオートファジー関連遺伝子が同定されてきた。特に、

Atg5,Atg7,LC3 などの分子は、オートファジーの実行に決定的な役割を果たしていると考

えられてきた。しかしながら、最近我々は、Atg5 や Atg7 に依存しない新たなオートファ

ジー機構の存在を発見し(Nature 2009)、その生命における役割を明らかにしつつある。

また、オートファジーは、これまで生存に寄与するのみと考えられてきたが、細胞死の

誘導にも重要な役割を果たしている事を見出してきた(Nature Cell Biol. 2004)。 

 本講演では、これらの新たなオートファジー研究の展開を概説するとともに、疾患や

病態との関わり、治療法開発への取り組みを紹介したい。 

 

 

新 適 塾 

「難病への挑戦」第７回 



清 水  重 臣  

東京医科歯科大学 難治疾患研究所 病態細胞生物学分野 教授 

 
講師学歴／略歴 

昭和５９年 大阪大学医学部卒業 

昭和５９年 大阪大学医学部第一外科入局 

平成 ６年 大阪大学医学博士号取得。 

平成 ７年 大阪大学医学部第一生理学教室助手 

平成 ９年 大阪大学医学部遺伝子学教室助手 

平成１５年 大阪大学医学部遺伝子学教室助教授 

平成１８年 東京医科歯科大学 難治疾患研究所 病態細胞生物学 教授  

現在に至る 
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次回：第８回の予定： 未定 

詳細はホームページ http://www.senri-life.or.jp/ 

         公  益
財団法人千里ライフサイエンス振興財団 新適塾に掲載いたします。 


